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先人への感謝とさらなる発展／統計調査員を名乗る被害が
発生
私たちはどう逃げるか
明るい将来に向けて「地方創生伴走支援」
地域おこし協力隊通信
里親制度説明会の参加者募集／西郷隆盛公の書特別展示
農地利用最適化推進委員を決定
保健と介護予防の一体的実施事業～地域包括支援センター
だより～
高齢者などの給食サービス事業を変更／サツマイモ基腐病
に注意
「プラ」ごみの分別にご協力を～ながしまエコ通信～／下水
道に異物を流さないでください
救命講習を実施します／森林伐採のときは
令和７年度自衛官採用案内～平和を仕事にする～
自衛官など採用説明会／生涯学習まなびんぐ・ながしま／町
長動静
知っ得ボックス
まちの話題
長島文芸／町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お礼
／編集後記
［裏表紙］　～第28回長島町子ども芸術劇場～福岡の昔ば
なしイノシシと月

 ４月29日 （火） 1３時34分

令和７年5月31日現在 ※（ ）は前月比

4,337 （-5）

（-18）

（-7）

（-25）

4,737
4,510
9,247

　４月 29 日、６年ぶり
となる獅子島のつつじ祭
りが行われました。
　この日は、春らしい穏
やかな気温での開催とな
り、参加者らは、お弁当
と舞台、咲き誇るツツジ
を楽しんでいました。

（関連記事＝ P ３）
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広報ながしま  2025年6月号  ｜  ２

統
計
調
査
員
を
名
乗
る
被
害
が
発
生

先
人
へ
の
感
謝
と
さ
ら
な
る
発
展



３ ｜  広報ながしま  2025年６月号

統
計
調
査
員
を
名
乗
る
被
害
が
発
生

先
人
へ
の
感
謝
と
さ
ら
な
る
発
展

　
４
月
29
日
、
獅
子
島
招
魂
祭
が
七
郎

山
招
魂
墓
地
で
執
り
行
わ
れ
、
明
治
維

新
以
降
の
国
難
に
殉
じ
ら
れ
た
御
霊
に

対
し
、
遺
族
や
各
種
団
体
関
係
者
ら
が

玉
串
を
捧
げ
ま
し
た
。
町
遺
族
会
の
濵

畑
順
一
会
長
（
小
浜
）
は
「
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
あ
り
が
た
み
を
次
の
時

代
に
残
し
て
い
き
た
い
」
と
慰
霊
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
同
日
、
６
年
ぶ
り
と
な
る
つ
つ
じ

祭
り
が
七
郎
山
展
望
台
周
辺
で
開
催

さ
れ
、
獅
子
島
振
興
会
の
池
田
安
彦

会
長
が
「
今
年
は
、
戦
後
80
年
を
迎

え
た
大
き
な
節
目
の
年
。
先
人
に
感

謝
し
、
獅
子
島
を
守
り
、
発
展
さ
せ

て
行
く
。
今
日
は
６
年
ぶ
り
の
祭
り

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

児
童
に
よ
る
奉
納
ち
び
っ
こ
相
撲
や

獅
子
島
太
鼓
、
五
つ
太
鼓
、
大
衆
演

芸
な
ど
が
催
さ
れ
、
参
加
者
は
、
咲

き
誇
る
ツ
ツ
ジ
と
祭
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。

元気いっぱいに相撲を取る児童元気いっぱいに相撲を取る児童

獅子島小中学校による「獅子島太鼓」獅子島小中学校による「獅子島太鼓」

岩下姉妹の「五つ太鼓」岩下姉妹の「五つ太鼓」

大衆演芸「住吉社中」と一緒に踊る参加者大衆演芸「住吉社中」と一緒に踊る参加者

慰霊の言葉を述べる濵畑会長慰霊の言葉を述べる濵畑会長

　
農
林
水
産
省
が
実
施
し
て
い
る
各

種
統
計
調
査
の
九
州
農
政
局
統
計
調

査
員
を
名
乗
り
、
個
人
情
報
を
聞
き

出
そ
う
と
す
る
事
案
が
数
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
が
指
定
す
る
調
査
員

が
携
行
す
る
メ
ッ
シ
ュ
ベ
ス
ト
と
腕

章
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
指
定
す
る
携
行
品
が
無
い
場
合
に

は
、
速
や
か
に
警
察
も
し
く
は
、
役

場
農
政
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

メッシュベスト後ろメッシュベスト後ろ メッシュベスト前メッシュベスト前

腕腕
わんしょうわんしょう
章章

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］



町の土砂災害警戒区域と土砂災害警戒特別区域町の土砂災害警戒区域と土砂災害警戒特別区域
（引用：鹿児島県ホームページ）（引用：鹿児島県ホームページ）

住民が取るべき行動住民が取るべき行動

➡➡ ➡➡
広報ながしま  2025年６月号  ｜　４  ５ ｜  広報ながしま  2025年６月号

　
今
年
は
、
例
年
よ
り
早
い
梅
雨
入
り
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
、

台
風
の
シ
ー
ズ
ン
も
迎
え
ま
す
。
毎
年
６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止

月
間
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
土
砂
災
害
に
関
す
る
理
解
と
関
心

を
深
め
る
と
共
に
、
防
災
知
識
の
普
及
や
警
戒
避
難
体
制
の
整
備

促
進
な
ど
を
通
じ
て
被
害
の
防
止
や
軽
減
を
図
り
ま
す
。

私
た
ち
は

私
た
ち
は

ど
う
ど
う

逃
げ
る
か

逃
げ
る
か

【
危
険
個
所
の
把
握
】

　
本
町
も
災
害
が
発
生
し
や
す
い
土

地
柄
で
、
町
内
に
は
、
３
８
８
カ

所
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
う
ち
、

１
５
３
箇
所
は
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
）
が
指
定
さ
れ
、
長
島
町
地
域

防
災
計
画
に
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
マ
ッ
プ
や
津
波
防
災
マ
ッ
プ
、

防
災
重
点
た
め
池
マ
ッ
プ
、
た
め
池

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
浸
水
想
定
区
域

が
あ
り
ま
す
。（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
「
長

島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
」）

　
あ
な
た
が
住
む
地
区
の
危
険
個
所

を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

※
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
は
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
う
ち
、

建
築
物
が
壊
れ
、住
民
が
著
し

く
危
害
を
受
け
る
可
能
性
の
あ

る
区
域
で
す
。
一
方
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
は
、土
砂
災
害
に

よ
っ
て
住
民
に
危
害
が
及
ぶ
可

能
性
の
あ
る
区
域
で
す
。

【
避
難
所
と
緊
急
避
難
場
所
】

●
「
指
定 

避
難
所

避
難
所
」

　
避
難
生
活
を
送
る
た
め
の
施
設

●
「
指
定 

緊
急
避
難
場
所

緊
急
避
難
場
所
」

※
６・７
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
災
害
に
よ
る
危
険
が
切
迫
し
た
状

況
で
生
命
の
安
全
の
確
保
を
目
的
と

し
た
施
設
や
場
所　

　
災
害
が
起
き
た
場
合
、
警
戒
レ
ベ

ル
や
災
害
の
種
類
、
規
模
に
応
じ
た

避
難
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
住
む
地
区
の
「
指
定
避

難
所
」
と
「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」

を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

※
指
定
緊
急
避
難
場
所
は
、
災
害
に

応
じ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

警戒レベル

１
気象状況

悪化の恐れ

早期注意情報

警戒レベル

２
気象状況悪化

大雨、洪水、
高波注意報

警戒レベル

３
災害の

おそれあり

高齢者等避難

警戒レベル

４
災害の

おそれ高い

避難指示

警戒レベル

５
災害発生
または切迫

緊急安全確保 レ
ベ
ル
４
ま
で
に
必
ず
避
難
！

災
害
へ
の
心
構
え
を
高
め
る

自
ら
の
避
難
行
動
を
確
認

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
災
害
リ

ス
ク
を
再
確
認

・
避
難
情
報
の
把
握
手
段
を
再
確
認

危
険
な
場
所
か
ら
全
員
避
難

・
台
風
な
ど
に
よ
り
暴
風
が
予
測
さ
れ

る
場
合
は
、
暴
風
が
吹
き
始
め
る
前
に

避
難
を
完
了
し
て
お
く

危
険
な
場
所
か
ら
高
齢
者
は
避
難

・
高
齢
者
以
外
の
人
も
必
要
に
応
じ
て
、

行
動
を
見
合
わ
せ
始
め
た
り
、
避
難
の

準
備
を
し
た
り
、
自
主
的
に
避
難

命
の
危
険 

直
ち
に
安
全
確
保

・
今
い
る
場
所
よ
り
も
安
全
な
場
所
へ
直

ち
に
移
動

鷹巣中学校

鷹巣小学校

川床小学校

伊唐小学校

平尾中学校

獅子島小中学校

城川内小学校

蔵之元小学校

長島中学校

川床コミュニティセンター

長島町多目的ホール

長島町開発総合センター

長島町総合町民体育館

長島町文化ホール

山門野コミュニティセンター

（旧）本浦小学校

（旧）獅子島小学校

伊唐アイランドセンター

獅子島アイランドセンター

日本マンダリンセンター

長期滞在施設

平尾ふれあいセンター

長島町Ｂ＆Ｇ体育館

川床中学校

平尾小学校

（旧）汐見小学校

（旧）幣串小学校

（旧）幣串幼稚園

獅子島もくもく館

※■は安全が確保できた後に使用指定避難所避難所



広報ながしま  2025年６月号  ｜　６  ７ ｜  広報ながしま  2025年６月号

集落 土砂災害 地　震 津波・高潮 大規模火災 台　風

田尻 公民館

火ノ浦 公民館 だんだん市場 公民館

山門野 消防センター 山門野コミュニティ

加世堂 消防センター 梅ノ木山公民館 消防センター

川床下 川床小学校 川床小学校

川床中

川床中学校 川床中学校川床上

小坂

杉ノ段 公民館 公民館

梅ノ木山 公民館

牧 公民館

市来崎 公民館

脇崎 消防センター

塩追 消防センター 赤崎橋パーキングパーク 消防センター

赤崎 赤崎橋パーキングパーク

山寺 鷹巣中学校 鷹巣中学校

上揚

多目的ホール 多目的ホール野中

菅牟田

山中
鷹巣中学校 鷹巣中学校

本町

西 鷹巣小学校 鷹巣小学校

矢堂 公民館 公民館

宮ノ浦 消防センター

伊唐 伊唐小学校

浦底 公民館 上揚バス停 公民館

福ノ浦 消防センター ごみステーショ
ン前 消防センター

桂代
消防センター

三船

薄井 公民館 グラウンド 公民館

白瀬 白瀬バス停

本浦 （旧）本浦小学校 本浦保育園

葛輪 諸浦コミュニティセンター

※公民館・消防センターのみの記載は、行政区の公民館・消防センターを表す。

※消防センターとは、消防団の格納庫、詰所、消防拠点施設を指す。

※地域や災害の状況により、指定緊急場所に集合することでより危険性が高まる事態となる場合は町ま

たは地域で定めたハザードマップにより緊急避難する。  

※津波・高潮の指定緊急避難場所が無い地区は山間部で、被害想

定がない地区（最大10㍍を想定）。

集落 土砂災害 地　震 津波・高潮 大規模火災 台　風

片側 獅子島アイランドセンター 獅子島小中学校 獅子島アイラン
ドセンター

御所ノ浦 （旧）獅子島小学校 長崎産業上 （旧）獅子島小学校

湯ノ口 もくもく館 墓地前 獅子島港湯ノ口 もくもく館

幣串 墓地前 （旧）幣串小学校 墓地前 幣串漁港 （旧）幣串小学校

平尾中南
平尾ふれあいセンター 平尾ふれあいセンター

母良木

藤之元 平尾ふれあいセンター 口ノ福浦
コミュニティ 平尾ふれあいセンター

萩之牟礼 平尾中学校 平尾中学校

茅屋 漁村センター 茅屋入口バス停 漁村センター

浜漉 公民館 陰平バス停 公民館

北方崎 公民館

犬鹿倉 公民館 公民館

蔵之元 蔵之元小学校 公民館

小浜 公民館

指江 長島中学校 指江公民館

川内 公民館

城川内 城川内小学校 城川内公民館

唐隈 公民館

広野 公民館 ちびっ子広場 公民館

潟 公民館 夕暮荘 公民館

汐見 汐見橋 公民館 広野バス停 潟公民館 公民館

馬込 公民館 公民館

区域・災害種別を指定しない          　　　　　長島町総合運動公園

問い合わせ先
役場総務課危機管理係
☎（86）１１１１ ［直通］
阿久根地区消防組合阿久根消防署
東分遣所　　
☎（86）０１１９ ［直通］
長島分遣所
☎（88）5333 ［直通］ 

指定緊急避難場所緊急避難場所



明
る
い
将
来
に
向
け
て
「
地
方
創
生
伴
走
支
援
」

　長島町の課題解決に向けてしっかりと伴走支援に取り組みたいと思
います。よろしくお願いします。
　黒之瀬戸大橋を渡ってからの道沿いの花壇の美しさにとても感動し
ました。手入れは町のかたがされていると聞き更にびっくりしました。

　支援官になるに当たり、これまでに関わりの深くない自治体を希
望しましたので、フラットな目線で支援活動ができると思っていま
す。長島町はブリやジャガイモが名産と伺っています。町をより活
性化できるよう支援したいと思いますのでよろしくお願いします。

　県庁出向時の経験や人脈、経産省で培った国内外での経験やノウハ
ウすべてを長島町の課題解決のためにフル活用します。
　美しい長島町の持続的な成長に向けてみなさんと一緒に仕事ができ
ることを楽しみにしております。

広報ながしま  2025年６月号  ｜　８  

　
国
が
進
め
る
「
地
方
創
生
伴
走
支

援
制
度
」
の
取
り
組
み
が
本
町
で
始

ま
り
ま
し
た
。「
地
方
創
生
支
援
官
」

と
し
て
３
人
１
組
で
「
伴
走
支
援

チ
ー
ム
」
を
編
成
し
、
町
の
課
題
解

決
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
同
制
度
は
、
各
府
省
庁
の
本
省
職

員
が
、
こ
れ
ま
で
の
職
務
経
験
を
生

か
し
て
副
業
的
に
地
方
創
生
に
携
わ

り
、
課
題
を
抱
え
る
中
小
規
模
の
自

治
体
に
寄
り
添
っ
た
「
伴
走
支
援
」

を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
本
年
度

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
１
年

間
で
、
全
国
で
60
の
市
町
村
、
県
内

で
は
、
本
町
と
知
名
町
、
鹿
屋
市
が

選
ば
れ
、
支
援
を
受
け
ま
す
。

　
５
月
１
日
は
、
役
場
で
町
商
工
会

や
漁
協
、
農
協
な
ど
の
町
内
５
団
体

が
支
援
官
ら
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
若
年
層
の
流
出
や
一
次
産
業
の
担

い
手
不
足
、
所
得
の
安
定
、
赤
潮
対

策
な
ど
町
の
将
来
に
向
け
た
課
題
が

上
げ
ら
れ
、
今
後
の
支
援
の
方
向
性

な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
支
援
官
の
平
林
孝
之
課

長
と
新
保
晴
久
副
長
、
髙
林
恭
大
係

長
と
毎
週
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
開
く

ほ
か
、
本
町
を
訪
問
し
、
地
方
創
生

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

「髙林恭大係長」
法務省　法務省大臣官房人事課係長

「新保晴久副長」
会計検査院　第２局　防衛検査第１課　副長

「平林孝之課長」
経済産業省　商務・サービスグループ　消費・流通政策課長
※元鹿児島県商工労働水産部長

本町の地方創生支援官３人のコメント



隊
員
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

９ ｜  広報ながしま  2025年６月号

　
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
躍
す
る
渋
谷
日ひ

よ
り和
さ
ん
（
写
真

右
）
と
松
本
弘ひ

ろ
むさ
ん
（
同
左
）
が
、

任
期
満
了
と
な
る
３
年
目
を
迎
え

ま
す
。
陸
上
競
技
に
例
え
る
と
第
４

コ
ー
ナ
ー
に
差
し
掛
か
る
２
人
の

日
常
業
務
と
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
よ
り
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
２
月
に
開

催
し
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
活
動
報
告
会
の
動

画
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

（
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

　

　

　任期最終年となりました。
　これまでの活動の集大成として成果
の定着や町内での起業に向けた準備を
本格化させます。よろしくお願いします。

　学習サポートやイベントで子どもたちとたくさん
交流しています。
　カンキツ類や自分が感じる町の素敵な点やおもし
ろさを彼らと語り合い、発信していくことで、 町の
未来を一緒に考える仲間を増やしていきたいです。

　

松本隊員
マンダリンBAES ４階　漢字検定

「子どもも大人も真剣に挑んでくれました」

渋谷隊員
農村体験ツアーｉｎ長島（企画運営）

「長島の食と産業を存分に楽しんでいただきました」

渋谷隊員
マンダリンセンター　「みかん授業」　

「みかんちゃんとしてミカンの魅力を届けています」

松本隊員
マンダリンスピリッツ完成　

「長島の特産品を生かした新商品を開発できました」



広報ながしま  2025年６月号  ｜　10

里
親
制
度
説
明
会
の
参
加
者
募
集

〇
日
時　

　

７
月
11
日
（
金
）

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
30
分

〇
場
所　

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

３
階
大
会
議
室

〇
内
容

　

①
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
紹
介

　

②
概
要
説
明

　

③
個
別
相
談

　

※
希
望
者
の
み

〇
定
員　

20
人

〇
申
込
期
限　

　

６
月
30
日
（
月
）

　
町
で
は
、
里
親
制
度
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、

里
親
制
度
説
明
会
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
里
親
制
度
は
、親
の
病
気
、離
婚
、

虐
待
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で

暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を
保
護
し
、
家

庭
的
な
環
境
で
育
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。

　
里
親
と
は
、
親
と
離
れ
て
暮
ら
す

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
、

一
定
期
間
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
養
育

す
る
人
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
実
親

に
代
わ
っ
て
子
ど
も
を
育
て
、
時
に

は
、
実
親
と
の
面
会
や
家
庭
復
帰
を

支
援
す
る
役
割
も
担
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

　
町
制
施
行
20
周
年
記
念
時
事
業
の

一
環
と
し
て
、
２
月
23
日
に
町
文
化

ホ
ー
ル
で
収
録
を
行
っ
た
（
広
報
な

が
し
ま
４
月
号
22
ペ
ー
ジ
掲
載
）「
出

張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
ｉ
ｎ
長
島
」

で
出
品
、
高
額
鑑
定
さ
れ
た
「
西
郷

隆
盛
公
の
書
」
を
、
長
島
町
歴
史
民

俗
資
料
館
で
特
別
展
示
し
ま
す
。

　
明
治
三
傑
と
称
さ
れ
、
大
西
郷
と

し
て
人
々
に
慕
わ
れ
た「
敬
天
愛
人
」

の
英
雄
、
西
郷
隆
盛
。
こ
の
近
代
日

本
の
偉
人
が
遺
し
た
展
示
品
を
、
こ

の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
開
収
録
の
模
様
は
、
６

月
29
日
（
日
）
正
午
か
ら
、
鹿
児
島

讀よ
み
う
り賣
テ
レ
ビ
で
放
送
し
ま
す
。

※
番
組
の
放
送
時
間
、
放
送
内
容
は

予
告
な
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

西
郷
隆
盛
公
の
書

　
　
　  

特
別
展
示

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課

　
☎（
86
）１
１
３
４［
直
通
］

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］

町
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示

〇
期
間

　

７
月
１
日
（
火
）か
ら
９
月
30
日
（
火
）　

　
（
月
・
祝
休
館
日
）

〇
入
場
料

・
大
人
１
０
０
円
（
町
外
２
０
０
円
）

・
小
・
中
・
高
校
生
50
円
（
同
１
０
０
円
）

※
20
人
以
上
の
団
体
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
の
８
割



竹島　　大
（44歳）鷹巣（本島）地区

柳　　勝治
（67歳）浦底・諸浦地区

池田　幸一
（61歳）獅子島地区

田渕　賢吾
（57歳）平尾北部地区

濵﨑慎二郎
（62歳）平尾南部・指江地区

下塩見　浩
（64歳）蔵之元・小浜地区

飯尾　政幸
（58歳）城川内・唐隈地区

阿比留信幸
（58歳）下山門野地区

11  広報ながしま  2025年６月号

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
決
定

　
町
農
業
委
員
会
で
は
、
長
島
町
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
４

月
１
日
付
け
で
10
人
に
、
６
月
１
日

付
け
で
１
人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま

し
た
。
任
用
期
間
は
令
和
10
年
３
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
同
委
員
は
、
担
い
手
農
家
へ
の
農

地
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の

促
進
を
主
な
柱
と
し
て
活
動
を
行
い

ま
す
。

　
農
地
の
貸
し
借
り
相
談
な
ど
お
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎（
88
）５
６
７
４［
直
通
］

火之浦　勝
（68歳）山門野地区

丸橋　松志
（66歳）鷹巣（伊唐）地区

竪山　隆一
（74歳）川床地区



加齢

広報ながしま  2025年６月号  ｜　12   

問い合わせ先
役場介護環境課地域包括係

☎（86）１１５３［直通］

　
町
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
つ
ま
で
も
健
康
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
健
診
な
ど
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
を
一
体
的
に
行
う
「
高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体

的
実
施
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
疾
病
予
防
に
お
け
る
保
健

事
業
と
介
護
予
防
が
一
体
と
な
っ
て

協
力
し
、
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防

を
図
り
、
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

仕
組
み
で
す
。

　
　
　

　１～９までの数字を１つずつ使って
計算を完成させましょう。
　すでに入っている数字を手がかり
に、足し算が成り立つように□に数字
を入れましょう。

フ
レ
イ
ル
と
は

　
年
齢
と
と
も
に
筋
力
や
心
身
の
活
力
が
低
下
し
、

健
康
と
要
介
護
と
の
間
の
虚
弱
な
状
態
で
す
。

フ
レ
イ
ル
対
策

　
フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
た
め
に
は
、

運
動
や
栄
養
補
給
、
口
腔
ケ
ア
、
社
会
や
人
と
の
つ

な
が
り
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
は
、
適
切
な
生
活
に
よ
っ
て
、
健
康
な

状
態
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
で
も
あ
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
対
策
を
知
り
、
自
分
の
「
楽
し
い
」
を

見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
集
ま
り
に
出
張
し
ま
す

　
公
民
館
な
ど
で
行
わ
れ
る
集
ま
り
に
出
向
き
、
フ
レ
イ
ル
予
防
や
介
護

予
防
に
関
す
る
講
話
や
実
践
を
行
い
ま
す
。「
Ｉい

ん

ぼ

で

ぃ

ｎ
ｂ
ｏ
ｄｙ
」
と
い
う

機
器
を
使
っ
て
、
体
の
筋
肉
量
な

ど
の
測
定
も
で
き
ま
す
。

〇
講
師

　

理
学
療
法
士
や
管
理
栄
養
士
、

保
健
師
な
ど

〇
費
用　
無
料

〇
時
間　
２
時
間
程
度

〇
申
し
込
み
方
法　

　
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

①　１□４
　＋□５□
　　□８□

②　□５□
＋２３４
　　□□

③　３□１
　＋□８□
　　□□７　

④　７□６
　＋□３□
　　□□□

　① １２４　　　 ② ６５７　　　③ ３４１　  　 ④ ７４６
　 ＋６５９　　  　＋２３４　　　 ＋５８６　　　　＋２３５
　　 ７８３　　　　　８９１　　　　 ９２７　　　　　９８１【答え】

保
健
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
事
業

　 
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～



13　｜  広報ながしま  2025年６月号

高
齢
者
な
ど
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
変
更

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
、日
常
生
活

に
支
障
が
あ
る
か
た
ま
た
は
、

日
常
的
な
見
守
り
が
必
要
な
か

た
を
対
象
と
し
た
配
食
サ
ー
ビ

ス
が
、６
月
１
日
か
ら
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

【
価
格
改
定
の
理
由
】

　

給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
は
、平
成
18
年
の
合
併
時

か
ら
、現
在
の
利
用
者
負
担
金

（
２
０
０
円
）を
維
持
し
て
き
ま

し
た
が
、昨
今
の
食
材
費
な
ど

の
高
騰
の
影
響
を
踏
ま
え
、利

用
者
負
担
金
を
改
定
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容

〇
配
食
回
数
（
１
週
間
の
内
）

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
認
定
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

①
要
介
護
認
定
の
か
た
【
最
大
５
回
】

※
獅
子
島
地
区
は
【
最
大
３
回
】

②
要
支
援
認
定
の
か
た
お
よ
び
事
業
対
象
者
【
最
大
３
回
】

③ 

①
、②
以
外
の
か
た
【
最
大
２
回
】

〇
配
食
曜
日

※
土
、日
、祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く

①
長
島
本
島
地
区
【
月
曜
日
～
金
曜
日
】

②
獅
子
島
地
区　

  【
火
曜
日
～
木
曜
日
】

〇
利
用
で
き
る
人

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
こ
れ

に
準
ず
る
世
帯

〇
利
用
料
金

　

１
食
あ
た
り
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
高
齢
者
支
援
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
注
意

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
も
と
ぐ
さ
れ
び
ょ
う

腐
病
は
、
降
雨
に

よ
り
発
病
株
の
胞
子
が
拡
散
し
、
周

辺
の
株
へ
感
染
し
て
発
病
の
拡
大
を

招
き
ま
す
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
被
害
軽
減

の
た
め
に
次
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

〇
定
期
的
に
ほ
場
を
巡
回
し
、
葉
の

変
色
や
、
し
お
れ
症
状
な
ど
の
異
常

株
を
早
期
に
発
見
し
た
ほ
場
は
、
速

や
か
に
ほ
場
外
に
持
ち
出
し
ま
し
ょ

う
。

〇
異
常
株
を
持
ち
出
す
と
き
は
、
株

や
周
辺
の
土
が
ほ
場
内
に
落
ち
な
い

よ
う
に
注
意
し
、
異
常
株
を
除
去
し

た
後
は
補
植
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

〇
次
の
散
布
例
を
参
考
に
、
予
防
防

除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

例
植付前 植付後

畝立て前 苗消毒 １回目 ２回目 ３回目

１
フリントフロアブル 25

（全面散布土壌混和）
ベンレート水和剤

（30 分間苗浸漬）

植付から 21 日後
フロンサイド SC

（300L/10a）

1 回目から 14 日後
フロンサイド SC

（300L/10a）

2 回目から 30 日後
トリフミン水和剤

（300L/10a）

２
フロンサイド SC

（全面散布土壌混和）
ベンレート水和剤

（30 分間苗浸漬）

植付から 21 日後
フロンサイド SC

（300L/10a）

1 回目から 14 日後
フロンサイド SC

（300L/10a）

２回目から 30 日後
アミスター 20
フロアブル

（300L/10a）

３ ー
ベンレート水和剤

（30 分間苗浸漬）

植付から 35 日後
アミスター 20
フロアブル

（100L/10a）

1 回目から 14 日後
銅剤

（200L/10a）

２回目から 14 日後
アミスター 20
フロアブル

（300L/10a）

散布例



「
プ
ラ
」
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　 

　
～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係　
　

　
☎（
86
）１
１
５
３［
直
通
］

ペットボトルマーク プラマーク

広報ながしま  2025年６月号  ｜　14   

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
農
業
集
落
排
水
・
漁
業
集
落
排
水

地
域
内
の
下
水
道
は
、
道
路
内
の
マ

ン
ホ
ー
ル
に
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
圧

送
す
る
「
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
所
」

を
多
数
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
異
物
が
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
所
に
流
入
し
、
ポ
ン
プ
が
停
止
す

る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
下
水

処
理
場
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
異
物
が
詰

ま
っ
た
状
態
（
写
真
）
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
所
や
下
水
処

理
場
の
故
障
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た

め
に
も
、
下
の
表
を
確
認
し
、
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。　
　

　
ポ
ン
プ
類
が
故
障
し
た
場
合
は
多

額
の
費
用
が
発
生
す
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
道
課
下
水
道
係

　
☎（
86
）１
１
１
４［
直
通
］

下
水
道
処
理
施
設
で
、異
物
の
流
入
に
よ
る
故
障
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

流してはいけない異物 解　説

水に溶けない紙類
・原則としてトイレットペーパー以外の紙類は流さないでください。
・生理用品や紙、ティッシュペーパー、ペーパータオル、ウェットティッシュは絶
対に流さないでください。

布類
・ポンプの回転羽根に絡みつくので布類は絶対に流さないでください。
・モップや雑巾、タオル、ハンカチ、下着などの衣類が絡まっていたことがあります。
トイレに落とした場合は必ず拾い上げ、そのまま流すことのないようお願いします。

残飯

・できる限り、三角コーナーなどのごみ箱に捨てるか、汚れをぬぐったり、かき取
ったりして、固形物のごみを流さないようにしてください。
・固形の残飯などは、水をきれいにする微生物が栄養として取り込みにくく、水処
理に支障をきたします。

油類

・下水道の処理に影響を及ぼすので、てんぷら油やエンジンオイルなどの残油や廃
油類は絶対に流さないでください。大量の油は下水処理場の水をきれいにする微生
物を殺し、固まってポンプや配管を詰まらせる原因になります。町で指定している
ごみの分別方法に従って処分してください。

下水道に流してはいけない異物

【
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
】

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
マ
ー
ク
や
プ
ラ

マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
は
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
と
い
う
法
律
で
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
プ
ラ
マ
ー
ク
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
汚
れ
た
状
態
の
も
の
や
容
器
・
包

装
用
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

　
汚
れ
て
い
る
場
合
は
、
き
れ
い
に

洗
い
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。
汚
れ
が
落
ち
な
い
場
合
に

は
、
燃
え
る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
実
は
プ
ラ
ご
み
】

　
調
味
料
な
ど
の
容
器
に
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ご
み
で
は
な
く
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

表
示
さ
れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
を
見
て
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

〇
収
集
ネ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
に
注
意

　
資
源
ご
み
の
収
集
ネ
ッ
ト
の
持
ち

帰
り
は
禁
止
で
す
。

　
各
公
民
館
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
配
布
し
て
い
る
資
源
ご
み
収
集
用

の
ネ
ッ
ト
は
、
数
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
収
集
日
に
ネ
ッ
ト
が
足
り
な
く

な
り
利
用
者
に
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。
絶
対
に
持
ち
帰
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。



救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
阿
久
根
消
防
署

　
東
分
遣
所　
　

　
☎（
８
６
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所

　
☎（
８
８
）５
３
３
３［
直
通
］ 

町消防団が受講する様子町消防団が受講する様子

提出書類 提出期限 未提出の場合

①「伐採造林届」 伐採開始の 90 日から 30 日前
100 万円以下の罰金

（法第 208 条）

②「伐採に係る森林の状況報告書」 伐採を完了後 30 日以内
30 万円以下の罰金

（法第 210 条）
③「伐採後の造林に係る森林の状況報告書」 造林を完了後 30 日以内

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

森
林
伐
採
の
と
き
は

15 ｜  広報ながしま  2025年６月号

　
消
防
分
遣
所
で
は
、
中
学
生
以
上

の
長
島
町
在
住
ま
た
は
、
勤
務
さ
れ

て
い
る
か
た
を
対
象
に
救
命
講
習
を

実
施
し
ま
す
。

　
急
病
人
や
交
通
事
故
な
ど
が
発
生

し
た
際
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
か

た
に
よ
り
応
急
手
当
が
速
や
か
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
で
、
救
命
で
き
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
普
通
救
命
講
習
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
気
道
異
物

除
去
法
な
ど
を
３
時
間
の
講
習
で
学

び
ま
す
。

　
特
別
な
資
格
が
な
く
て
も
、
誰
に

で
も
行
え
る
応
急
手
当
の
正
し
い
知

識
を
万
が
一
の
緊
急
事
態
に
備
え
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

〇
日
時

　
７
月
27
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午

〇
場
所

　
東
分
遣
所　
２
階

〇
受
付
期
間

　
６
月
23
日（
月
）～
７
月
20
日（
日
）

〇
講
習
内
容

　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

〇
受
講
対
象

　
中
学
生
以
上
の
町
在
住
ま
た
は
勤

務
さ
れ
て
い
る
か
た

〇
受
講
料

　
無
料

〇
定
員

　
20
人
程
度　

よくある質問

Q：伐採の位置や区域図は実測が必要？
A：位置や地区が分かる書類であれば実測は
必要ありません。

Q：土地の証明書とは？
A：次のいずれかの書類です。
　・登記事項証明書
　・固定資産税納税通知書の写し
　・土地の売買契約書
　・遺産分割協議書
　・贈与契約書

Q：届出者の本人確認書類とは？
A：住民票や運転免許証、マイナンバーカード

（表）などの写しです。

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き

は
、
３
つ
の
書
類
の
提
出
が
森
林
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
①
事
前
の
「
伐
採
造
林
届
」
②
伐

採
完
了
後
の
「
伐
採
に
係
る
森
林
の

状
況
報
告
書
」③
造
林
完
了
後
の「
伐

採
後
の
造
林
に
係
る
森
林
の
状
況
報

告
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
令
和
５
年
度
か
ら
① 

「
伐
採
造
林

届
」
を
提
出
す
る
際
は
、
④
「
伐
採

造
林
届
の
添
付
書
類
」
の
提
出
が
森

林
法
で
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

④
「
伐
採
造
林
届
の
添
付
書
類
」

・
森
林
の
位
置
や
地
域
図

・
届
出
者
の
確
認
書
類

　
（
身
分
証
明
書
の
写
し
）

・
土
地
の
証
明
書

・
隣
接
森
林
と
の
境
界
関
係
書
類

・
法
令
の
許
可
関
係
書
類

※
該
当
す
る
場
合
の
み

・
伐
採
の
権
原
関
係
書
類

※
届
出
者
が
土
地
所
有
者
で
は
な
い
場
合

・
伐
採
と
集
材
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

・
地
元
関
係
者
と
の
協
議
書
類
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引用：自衛隊総合採用案内

問い合わせ先
自衛隊鹿児島地方協力本部

薩摩川内出張所
☎ 0996（22） 2401

令和７年度自衛官採用案内
～平和を、仕事にする～

　自衛隊鹿児島地方協力隊本部では、自衛官を募集しています。
　災害派 遣での活躍や国際 貢献、航 空機・艦 艇・潜 水 艦での勤務
など多種多様な業務があります。



５
月《
皐
月
》

自
衛
官
な
ど
採
用
説
明
会

17 ｜  広報ながしま  2025年６月号

１
日（
木
）

２
日（
金
）

８
日（
木
）

９
日（
金
）

12
日（
月
）

13
日（
火
）

14
日（
水
）

15
日（
木
）

16
日（
金
）

17
日（
土
）

19
日（
月
）

20
日（
火
）

21
日（
水
）

22
日（
木
）

23
日（
金
）

26
日（
月
）

27
日（
火
）

29
日（
木
）

30
日（
金
） 地

方
創
生
支
援
官
と
町
内
団
体
と
の
意
見
交
換
会
（
役
場
）

地
方
創
生
推
進
本
部
会
議
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

建
友
会
総
会
（
鷹
巣
）

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
決
算
監
査
（
東
京
都
）

県
離
島
振
興
協
議
会
臨
時
総
会
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会
（
出
水
市
）

全
国
道
路
利
用
者
会
議
定
時
総
会
（
東
京
都
）

命
と
暮
ら
し
を
守
る
道
づ
く
り
全
国
大
会
（
東
京
都
）

６
月
補
正
予
算
町
長
査
定
（
役
場
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
臨
時
会
（
出
水
市
）

北
薩
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課
打
合
せ
（
役
場
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
阿
久
根
川
内
道
路
決
起
大
会（
阿
久
根
市
）

県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

森
林
整
備
公
社
監
事
監
査

天
草
・
出
水
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
監
査
（
役
場
）

北
薩
地
域
森
林
・
林
業
振
興
協
議
会
委
員
会
（
薩
摩
川
内
市
）

北
薩
地
域
農
業
農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会
総
会

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
理
事
会
（
東
京
都
）

県
水
道
協
会
理
事
会・総
会・水
道
整
備
促
進
大
会（
鹿
児
島
市
）

幣
串
漁
港
竣
工
式
（
幣
串
漁
港
）

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会
（
さ
つ
ま
町
）

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
全
国
大
会
（
島
根
県
）

町
制
施
行
20
周
年
取
材
（
役
場
）

町
道
早
尾
掛
線
竣
工
式
（
矢
堂
）

県
市
町
村
連
携
会
議
（
役
場
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

給
食
サ
ー
ビ
ス
試
食
会
（
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
北
薩
管
内
を
中
心
に
広
く
自
衛
官

を
募
集
す
る
た
め
、出
水
市
中
央
公

民
館
で
、説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
粗
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。

〇
開
催
日
時

・
７
月
21
日（
月
・
祝
）

　
午
前
９
時
～
正
午

・
８
月
３
日（
日
）　
【
２
部
構
成
】

　
【
１
部
】

　
午
前
10
時
～
正
午

　
【
２
部
】

　
午
後
１
時
～
３
時

・
８
月
17
日（
日
）　
【
２
部
構
成
】

　
【
１
部
】

　
午
前
10
時
～
正
午

　
【
２
部
】

　
午
後
１
時
～
３
時

〇
場
所

　
出
水
市
中
央
公
民
館
２
階

〇
説
明
す
る
種
目

　
一
般
曹
候
補
生
、自
衛
官
候
補
生
、航
空
学
生
、防
衛
大
学
校
、防
衛
医
科

大
学
校（
医
学
科
・
看
護
科
）、高
等
工
科
学
校

〇
対
象

　
自
衛
官
等
採
用
種
目
に
興
味
の
あ
る
か
た

問い合わせ先
自衛隊鹿児島地方協力本部

薩摩川内出張所
☎ 0996（22） 2401

生
涯
学
習
講
座

ま
な
び
ん
ぐ
・
な
が
し
ま

　
町
で
は
、生
涯
学
習
短
期
講
座「
ま

な
び
ん
ぐ
・
な
が
し
ま
」を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。

　
講
座
内
容
は
、前
期
コ
ー
ス「
親
子

ピ
ザ
づ
く
り
教
室
」「
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
か

ご
作
り
教
室
」後
期
コ
ー
ス
が「
ふ
る

さ
と
歴
史
講
座
」「
陶
芸
教
室
」の
4

講
座
で
す
。

　
申
込
詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。（
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）

〇
申
込
期
限　

・
前
期
コ
ー
ス　
６
月
20
日（
金
）

・
後
期
コ
ー
ス　
9
月
12
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］
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行
政
相
談
所
を
開
設

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、国
の
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
要
望
や
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
行
政
相
談
委
員
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
相
談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、相
談
者
へ
助
言
し
た
り
関

係
機
関
に
橋
渡
し
を
す
る
の
が
主
な
仕
事
で

す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〇
日
程
・
場
所

・
６
月
27
日（
金
）

・
午
前
９
時
～
正
午

・
指
江
支
所

〇
行
政
相
談
委
員

・
杉
原
幸
弘
氏（
葛
輪
）

・
立
山
茂
盛
氏（
浦
底
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎（
86
）１
１
１
１［
直
通
］

休
日
当
番
医
の
変
更

　
広
報
な
が
し
ま
５
月
号（
６
月
お
知
ら
せ

カ
レ
ン
ダ
ー
）に
掲
載
し
て
い
る
休
日
当
番

医
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
変
更
後

　
6
月
22
日（
日
）　
鷹
巣
診
療
所

　
６
月
29
日（
日
）　
長
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
診
療
所

　
☎（
88
）０
０
５
４［
直
通
］

第
1
回
狩
猟
免
許
試
験

　
県
で
は
、7
月
27
日(

日)

に
第
1
回
狩
猟
免

許
試
験
を
県
内
7
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

わ
な
猟
免
許
や
銃
猟
免
許
な
ど
を
取
得
す
る

た
め
に
、狩
猟
免
許
試
験
の
受
験
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、狩
猟
免
許
申
請
書
な
ど
を
、現
在

の
居
住
地
ま
た
は
受
験
予
定
の
場
所
を
管
轄

す
る
各
地
域
振
興
局
・
各
支
庁
の
林
務
水
産

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
7
月
27
日(

日)

〇
場
所
　
各
地
域
振
興
局
・
各
支
庁
な
ど

〇
内
容
　
網
猟
免
許
、わ
な
猟
免
許
、第
一
種

銃
猟
免
許
、第
二
種
猟
銃
免
許

〇
手
数
料 

・
５
２
０
０
円(

初
心
者)

・
３
９
０
０
円(

異
な
る
種
を
受
け
る
者)

〇
申
し
込
み
方
法  

　
狩
猟
免
許
申
請
書
な
ど
を
管
轄
す
る
各
地

域
振
興
局
・
各
支
庁
の
林
務
水
産
課
に
提
出

〇
申
し
込
み
期
間　

　
6
月
16
日(

月)

～
7
月
11
日(

金)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水
産
部

　
☎
０
９
９
６（
25
）５
５
０
９

　
役
場
農
政
課
農
林
振
興
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

竹
で
育
む
産
地
づ
く
り

　
県
で
は
、タ
ケ
ノ
コ
生
産
の
担
い
手
育
成

と
放
置
竹
林
を
含
め
た
生
産
性
の
低
い
竹
林

の
改
良
を
進
め
、タ
ケ
ノ
コ
や
竹
材
の
生
産

拡
大
を
図
る
た
め「
か
ご
し
ま
の
竹
で
育
む

産
地
づ
く
り
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

の
び
の
び
生
産
体
制
づ
く
り(

団
体
向
け)

　
令
和
８
年
度
に
実
施
予
定
の
タ
ケ
ノ
コ
の

生
産
お
よ
び
竹
材
生
産
林
改
良
と
管
理
路
整
備

〇
対
象　

　
組
合
や
林
業
者
が
組
織
す
る
３
人
以
上
の
団
体

〇
補
助
率
　
３
分
の
２
以
内

〇
申
込
期
限　
８
月
中
旬

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

間
伐
、再
造
林
に
補
助
金

　
町
で
は
、長
島
の
豊
か
な
森
林
の
持
続
と
地

球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、森
林
資
源
の
循
環
利

用
に
つ
な
が
る
私
有
林
の
間
伐
や
再
造
林
な

ど
、森
林
整
備
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

〇
申
請
期
間

　
間
伐
60
日
前
、造
林
後
60
日
以
内
ま
た
は

国
や
県
の
補
助
事
業
の
交
付
決
定
お
よ
び
確

定
日
か
ら
30
日
以
内

〇
対
象
者　
森
林
所
有
者

〇
補
助
金
の
額

・
間
伐　

　
１
㌶
当
た
り　
５
万
円

・
再
造
林　

　
針
葉
樹（
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
な
ど
）

　
１
㌶
当
た
り　
11
万
円

　
広
葉
樹（
ク
ヌ
ギ
な
ど
）　

　
１
㌶
当
た
り　
３
万
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

吹
上
技
術
専
門
校
新
入
生
募
集

　
吹
上
高
等
技
術
専
門
校
は
、職
業
能
力
開

発
促
進
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
県

立
の
職
業
能
力
開
発
校
で
す
。
次
の
と
お
り

令
和
８
年
度
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
科
目

・
自
動
車
工
学
科（
20
人
）

・
金
属
加
工
科（
20
人
）
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〇
訓
練
期

　
２
年
間

〇
試
験
日
程

　
10
月
に
推
薦
選
考
試
験
、11
月
か
ら
３
月

ま
で
月
１
回
一
般
選
考
試
験
を
実
施

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〇
応
募
資
格

・
自
動
車
工
学
科
は
高
等
学
校
卒
業
も
し
く

は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
か
た

・
金
属
加
工
課
は
義
務
教
育
終
了
も
し
く
は
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
か
た　

〇
選
考
方
法　

　
筆
記
試
験
お
よ
び
面
接

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
第
二
課

　
☎
０
９
９（
２
９
６
）２
０
５
０

農
業
大
学
校
受
講
者
募
集

　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、多
様
な
担
い
手
の

確
保
に
向
け
て
、社
会
人
な
ど
の
就
農
希
望
者

を
対
象
に
露
地
野
菜
を
中
心
と
し
た
農
作
物

の
栽
培
管
理
や
農
業
機
械
の
操
作
な
ど
実
践

的
な
研
修
を
実
施
し
、就
農
に
必
要
と
な
る
基

礎
的
な
技
術
お
よ
び
知
識
を
習
得
す
る
こ
と

で
、円
滑
な
就
農
へ
の
誘
導
を
図
り
、県
内
の

新
規
就
農
者
を
幅
広
く
育
成
し
ま
す
。

〇
研
修
場
所　

　
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校

〇
研
修
期
間

・
７
月
24
日（
木
）
～
令
和
８
年
３
月
２
日（
月
）

・
週
2
回（
原
則
と
し
て
、月
・
木
：
全
60
回
）　

・
午
前
９
時
～
午
後
３
時

〇
研
修
内
容

　
露
地
野
菜
な
ど
に
関
す
る
基
礎
知
識
・
技

術
に
つ
い
て
の
講
義
お
よ
び
実
習　

〇
受
講
料　

　
無
料

※
傷
害
保
険
、教
材
な
ど
に
係
る
費
用
は
、受

講
者
負
担

〇
募
集
期
限　

　
６
月
27
日（
金
）必
着

〇
定
員

　
20
人
程
度

※
面
接
に
よ
り
研
修
受
講
生
を
決
定
し
ま
す
。

〇
面
接
日　

　
７
月
10
日（
木
）

〇
応
募
資
格

　
県
内
で
就
農
を
希
望
し
、年
齢
が
概
ね
70

歳
ま
で
で
、次
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た

①
研
修
終
了
後
５
年
以
内
に
農
地
を
10
㌃
以

上
確
保
で
き
る
ま
た
は
、１
年
間
の
販
売
金

額
が
15
万
円
以
上
確
保
で
き
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
か
た

②
就
農
に
向
け
て
農
業
の
基
礎
的
知
識
・
技

術
の
習
得
を
目
指
す
か
た

〇
応
募
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、農
業
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
農
業
大
学
校
農
業
研
修
課

　
☎
０
９
９（
２
５
４
）１
０
７
４

夢
と
ロ
マ
ン
の
星
空
散
歩

　
県
立
博
物
館
で
は
、夏
の
星
座
の
探
し
か

た
と
、そ
れ
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
ま
す
。

　
星
物
語
で
は
種
子
島
に
伝
わ
る
七
夕
物
語

を
も
と
に
し
た
創
作
物
語「
七
夕
さ
ん
」を
お

送
り
し
ま
す
。

〇
期
間　

 

6
月
17
日（
火
）～
9
月
7
日（
日
）

〇
場
所

　
鹿
児
島
県
立
博
物
館
別
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム（
宝
山
ホ
ー
ル
４
階
）

〇
時
間

　

午
前
10
時
～
、正
午
～
、午
後
1
時
30
分

～
、午
後
3
時
～
（
各
30
分
）

〇
入
場
料

・
小
、中
学
生

　
個
人
１
３
０
円
、団
体
１
０
０
円

・
高
校
生
以
上

　
個
人
２
３
０
円
、団
体
１
９
０
円

※
高
校
生
以
下
は
土
・
日
・
祝
日
無
料
。

　
70
歳
以
上
は
無
料
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
立
博
物
館
別
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
☎
０
９
９（
２
１
０
）７
３
５
３

県
公
立
高
校
の
魅
力
を
発
信

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、県
内
全
て
の
公
立

高
校
68
校
の
情
報
を
一
つ
に
集
約
し
た
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

〇
充
実
し
た
検
索
メ
ニ
ュ
ー

　
各
学
校
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、学
区
や
学
科
、

制
服
紹
介
、学
校
紹
介
シ
ョ
ー
ト
動
画
な
ど
、

充
実
し
た
検
索
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
本
県
の
公
立

高
校
の
新
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〇
各
高
校
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
追
加

　
学
校
説
明
会
、文
化
祭
・
体
育
祭
の
日
程

な
ど
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
新
た
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

　
高
校
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る
中
学
生
と

保
護
者
の
皆
さ
ん
、高
校
選
び
の
参
考
に
、ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（「
公
立
高
校
検
索
ガ
イ
ド
」で
検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
高
校
振
興
係

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
３
７
４
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第
20
回
自
治
公
民
館
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

薄
井
自
治
公
民
館
が
連
覇

　
５
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
の
４
日
間
、
町
民
の

健
康
増
進
と
健
全
な
自
治
公
民
館
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
第
20
回
自
治
公
民
館
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、
町
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
と
し

て
開
か
れ
、
13
の
自
治
公
民
館
か
ら
20
チ
ー
ム
が

参
加
。
決
勝
戦
で
は
、
薄
井
が
川
床
上
を
12
対
10

で
破
り
見
事
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
勝
】　  

薄
井
自
治
公
民
館

【
準
優
勝
】
川
床
上
自
治
公
民
館

【
３
位
】　  

三
船
自
治
公
民
館

【
３
位
】　  

伊
唐
自
治
公
民
館

　
５
月
13
日
、
蔵
之
元
小
学
校
（
中
村
勲
校
長
・

39
人
）
の
児
童
が
、
北
さ
つ
ま
漁
協
や
県
、
町
の

協
力
の
も
と
、
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
小
浜
港
へ
放
流

し
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
県
北
薩
地
域
振
興
局
農

林
水
産
部
の
宮
田
翔
也
技
術
主
査
か
ら
ヒ
ラ
メ
に

つ
い
て
の
話
し
を
聞
い
た
後
、
約
７
㌢
㍍
の
稚
魚

４
万
４
千
匹
を
海
へ
放
ち
、
元
気
に
泳
い
で
行
く

ヒ
ラ
メ
を
見
送
り
ま
し
た
。

　
村
上
香か

ほ帆
さ
ん
（
２
年
）
は
「
今
回
放
流
し
た

稚
魚
が
大
人
に
な
る
の
は
２
年
後
と
話
で
聞
い
た
。

４
年
生
に
な
っ
た
ら
、
大
き
く
立
派
に
な
っ
た
ヒ

ラ
メ
に
会
っ
て
み
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

蔵
之
元
小
学
校
で
ヒ
ラ
メ
の
放
流

大
き
く
立
派
な
ヒ
ラ
メ
に
な
っ
て
ほ
し
い

　
４
月
29
日
、
茅
屋
自
治
公
民
館
で
同
地
区
の
育

成
会(

𠮷
武
一
洋
会
長
・
25
人)

が
、
美
化
作
業

の
一
環
で
看
板
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
集
落
の
道
路
に
ポ
イ
捨
て
が
多
い
状

況
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
会
員
に
標
語

を
募
っ
た
結
果
、
４
つ
の
標
語
が
選
ば
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
、
人
の
目
に
留
ま
り
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

で
看
板
に
書
き
ま
し
た
。
看
板
は
、
同
集
落
の
４

カ
所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　
宮
瀬
奈な

み海
さ
ん
は「
き
れ
い
な
茅
屋
に
な
れ
ば
、

魚
釣
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
る
と
思
い

な
が
ら
文
字
を
書
い
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

茅
屋
地
区
に
ポ
イ
捨
て
禁
止
看
板
を
設
置

き
れ
い
な
集
落
に
な
れ
ば

　
５
月
３
日
、
役
場
指
江
支
所
駐
車
場
で
交
通
安

全
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
戦
」
が
行
わ
れ
、
阿
久
根
地

区
交
通
安
全
協
会
長
島
支
部
会
員
や
長
島
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
、
阿
久
根
警
察
署
の
署
員

な
ど
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
作
戦
に
は
約

１
０
０
㌔
㌘
、
１
３
０
袋
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
用
意

し
、
国
道
３
８
９
号
を
通
る
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
手
渡
さ

れ
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
で
、
県
外
ナ
ン

バ
ー
が
多
く
、
交
通
安
全
の
呼
び
掛
け
と
併
せ
て

町
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
作
戦
」

思
い
や
り
の
運
転
を
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川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
音
楽
イ
ベ
ン
ト

距
離
感
が
近
く
て
楽
し
い
ラ
イ
ブ

　
５
月
24
日
、
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
宮
井
紀
行
さ
ん
の
デ

ビ
ュ
ー
25
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト「
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｅ
」

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
１
０
０
人
の
観
客

が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
黒
之
瀬
戸
大
橋
や
フ
ェ
リ
ー
ロ
ザ

リ
オ
・
カ
ー
ム
、
特
産
品
の
ブ
リ
な
ど
の
フ
レ
ー

ズ
を
交
え
、
町
に
寄
り
添
っ
た
歌
も
披
露
。
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
来
場
し
た
溝
添

美
智
子
さ
ん
（
城
川
内
）
は
「
近
い
距
離
で
こ
ん

な
に
楽
し
め
る
ラ
イ
ブ
は
な
か
な
か
な
い
。
盛
り

上
が
っ
て
い
て
と
て
も
楽
し
い
」
と
イ
ベ
ン
ト
に

満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

町
内
小
学
校
で
カ
ヌ
ー
教
室

海
上
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

　

４
月
22
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で
の
計
11
日

間
、
蔵
之
元
Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫
（
写
真
右
）
と
伊
唐

港
（
同
左
）
で
カ
ヌ
ー
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
、
郷
土
の
自
然
や
集
団
で
の
協
調
性
、

主
体
性
を
養
い
個
々
の
資
質
や
集
団
で
の
能
力

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
４
月
～
６
月
ま

で
の
間
、
町
内
の
小
学
校
を
対
象
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
５
月
29
日
、
伊
唐
港
で
は
伊
唐
小
学
校
の
３

年
生
か
ら
６
年
生
11
人
が
参
加
し
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
パ
ド
ル
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

の
説
明
を
講
師
か
ら
受
け
た
後
（
同
左
下
）、
初

心
者
コ
ー
ス
と
上
級
者
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
初

心
者
コ
ー
ス
は
、
湾
内
で

カ
ヌ
ー
を
漕
ぐ
練
習
を
行

い
、
上
級
者
コ
ー
ス
は
、

伊
唐
港
を
出
航
し
、
宮
之

浦
港
ま
で
の
往
復
約
４
㌔

を
力
強
く
漕
ぎ
渡
り
ま
し

た
。

　
村
川
音お
と
は葉
さ
ん（
３
年
）

は
「
初
め
て
カ
ヌ
ー
に

乗
っ
て
難
し
か
っ
た
。
慣

れ
て
く
る
と
ま
っ
す
ぐ
に

進
む
こ
と
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

獅
子
島
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
で
メ
デ
ィ
ア
教
育

家
族
で
メ
デ
ィ
ア
と
向
き
合
う

　
５
月
22
日
、
獅
子
島
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
講
演
会
で
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合

い
方
、使
い
方
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
鹿
児
島
大
学
医
学
部
臨
床
教
授
の

大
坪
修
介
氏
に
講
師
を
依
頼
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
使
用
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
危
険
性
・
ト
ラ
ブ
ル
の
実
例
や
そ
の

対
処
法
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
依

存
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、子
ど
も
と
一
緒
に
、

親
子
で
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
、
参
加

者
は
、
家
庭
ご
と
の
ル
ー
ル
を
考
え
ま
し
た
。
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介護はじまりました プロ野球選手の甲子園伝説
21 世紀新時代編

著／月野まる

共倒れしない、介護の基本もわか
ります。

2023 年までの甲子園大会をプロ
野球選手たちの視点で振り返る

隣
家
の
大
木
に
か
ら
み
垂
る
る
藤
靄も
や

晴
れ
し
今
淡
き
紫

い
は
け
な
き
孫
の
抱
き
し
黒
猫
の
孕は
ら

み
し
こ
と
を
気
づ
く
夕
光か
げ

粽ち
ま
き

食
ひ
菖
蒲
湯
浸
り
て
亡
き
父
母
を
し
き
り
に
偲
ぶ
端
午
の
節
句

春
の
夜
は
早
明
け
ぬ
ら
し
ほ
の
ぼ
の
と
朝
の
光
の
カ
ー
テ
ン
白
し

花
び
ら
は
落
ち
て
野
ば
ら
の
不
思
議
さ
よ
雄
し
べ
は
巻
き
て
種
を
包
め
り

引
き
際
は
男
の
美
学
四
月
尽

天
を
突
く
維
新
の
像
や
花
曇
り

亀
鳴
く
や
一
人
帰
郷
の
六
畳
間

菜
種
梅
雨
昼
餉
は
母
の
ち
ら
し
寿
し

下
刈
り
の
さ
れ
て
古
墳
の
桜
か
な

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
島
出
る
孫
の
意
志
固
く

淵
脇
　
　
護

白
男
川
孝
仁

大
堂
　
正
弘

関
　
佳
代
美

二
階
堂
妙
子

山
嵜
加
代
子

小
林 

　
貢

小
林
如
月

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

西
村
清
子

中
山
タ
マ
エ

米
尾
和
子

坂
之
下
典
子

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

な
つ
か
し
や
自
転
車
乗
り
し
が
み
付
く
父
の
背
中
の
タ
バ
コ
の
匂
い

葉
桜
と
な
り
し
小
枝
に
紅
き
実
が
風
に
ゆ
ら
れ
て
見
え
隠
れ
し
て

動ど
う

な
る
の
人ひ
と
こ
と事
思お
も
うな
自じ
ぶ
ん
こ
と

分
事
良よ

い
事こ
と

思お
も
うと
成な

す
事こ
と

何な
ん

だ

手
を
つ
な
ぐ
こ
の
柔
ら
か
さ
暖
か
さ
手
の
ひ
ら
大
の
幸
せ
あ
り
て

つ
ば
め
来
る
生
ま
れ
し
所
忘
れ
ず
に
い
つ
か
昔
の
我
も
同
じ
く

母
育
て
玉
ネ
ギ
も
美
味
楽
し
み
て
食
卓
沸
い
た
味
噌
炒
め
な
り

子
ら
の
待
つ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
桜
咲
く

花
曇
り
名
前
ふ
か
ば
ぬ
見
知
り
顔

手
で
抄
ふ
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
生
き
の
よ
し

積
読
の
嵩か
さ

そ
の
ま
ま
に
四
月
来

海
峡
の
豪
華
客
船
花
曇
り

坂
口
　
　
子

二
階
堂
恵
子

関
　
喜
久
雄

迫
口
　
君
代

大
堂
　
早
苗

別冊宝島編集部／編
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編
集
後
記

　
ヒ
ラ
メ
の
放
流
時
に
、

天
然
と
養
殖
の
違
い
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
天
然

の
ヒ
ラ
メ
は
、
裏
が
真
っ

白
で
、
養
殖
は
、
裏
に
斑

点
模
様
が
つ
い
て
お
り
、

属
に
パ
ン
ダ
ヒ
ラ
メ
と
呼

ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

稚
魚
の
時
に
天
然
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
摂
取
が
足
り
て

い
な
い
な
ど
複
数
の
要
因

が
あ
り
成
魚
に
な
っ
て
も

模
様
は
残
る
そ
う
で
す
。

　
今
度
、
ヒ
ラ
メ
を
釣
っ

た
時
に
養
殖
か
、
天
然
か

見
分
け
て
み
た
い
で
す
。

余
談
で
す
が
、
釣
り
を
始

め
て
10
年
ほ
ど
に
な
る
私

は
、
今
ま
で
ヒ
ラ
メ
を
釣

っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。

大
西
　
洋
介

個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。



６月号
［No.231］

令和７年

2025年６月12日木曜日 発行

～
第
28
回
長
島
町
子
ど
も
芸
術
劇
場
～

福
岡
の
昔
話
イ
ノ
シ
シ
と
月

〇
開
催
場
所
・
日
時

【
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
】

・
６
月
30
日
（
月
）　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
15
分

【
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
】

・
７
月
１
日
（
火
）　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
15
分

【
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
】

・
７
月
２
日
（
水
）　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分

〇
入
場
料　

１
人　

５
０
０
円
（
当
日
７
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
係

　
☎（
88
）６
５
０
０［
直
通
］



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●７月の第３月曜日は海の日です。
　海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願うことを目的としています。

２０２５７

１１ １２６ ９ １０

１８ １９１３ １４ １６ １７

２５ ２６２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８

４３

１５

７ ８

１ ２ ５

８/1

６/29  6/30

２９ ３０ ８/2３１

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

　　　　　（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇平尾診療所 88-2595
〇荘記念病院 82-3113
〇脇本病院 75-2121
〇福田クリニック 79-3775
◇キッズクリニック 63-7707
□しもずる薬局 64-2211
□三文字薬局 75-0073
□さくら薬局 63-7700

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎ 3 歳半健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

山の日

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇整形外科ばばぐちクリニック 64-8260
〇林胃腸科外科 73-3639
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□長島調剤薬局 64-5555
□フタヤ薬局 67-5253
□会営薬局阿久根店 72-5060
□すくすく薬局 72-5010

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ　　（獅子島)

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

※平尾診療所　休診

〇長島クリニック 88-6405
〇かじわら内科クリニック 63-8300
〇植村整形外科 72-1041
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□さすえ薬局 88-6011
□五万石薬局 63-8800
□会営薬局 64-8280

海の日

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

〇出水病院 62-0419
〇有村産婦人科・内科 73-4180
□さかえまち薬局 72-0978

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

　　　　　

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

  
  
  
〇鷹巣診療所 86-0054
〇こどもクリニック永松 64-1500
〇内山病院 73-1551
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500
〇長島調剤薬局 64-5555
〇かしま薬局 63-3970
〇本町薬局 73-3233

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
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